
令和８年度　評価規準
学校名：江戸川区立鹿骨中学校

教科 学年
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苦手教科の克服方法や自分に
ふさわしい学習方法について、
悩んだり話し合いながら解決策
を模索し、実践している。

自分の良さや得意なことを伸ば
す、自己を高め充実した人生を
送る、将来の夢や希望を実現
するなどの観点から、学ぶこと
の意義を見い出そうとしてい
る。

学習計画・まとめ

儀式における自分の役割に
ついて

儀式的行事を通して、社会の
一員としての自覚や責任を持
ち、社会生活を営む上で必要な
ルールやマナーを考え、行動す
ることができる。

儀式的行事の意義や、その場
にふさわしい参加の仕方につ
いて理解している。

学校生活の節目の場において
先を見通したり、これまでの生
活を振り返ったりしながら、新た
な生活への自覚を高め、気品
ある行動をしている。

厳粛で清新な気分を味わい、
行事を節目として、見通しをもっ
たり振り返ったりしながら、新た
な生活への希望や意欲につな
げるようとしている。

学級内での小集団、学校行事
で組織される集団など任意の
集団の中で、望ましい人間関係
の構築について考え、実践して
いる。

様々な行事の中で、それぞれ
の集団への適応を図るととも
に、それらの活動を通して学校
生活の向上を図ろうとしてい
る。

学級びらき・まとめ

自己紹介やまとめなどを通し
て、自他の個性を理解し尊重す
るとともに、互いの良さや可能
性を認め、よりよい集団をつくる
ことができる。

様々な視点から自分や他者の
良いところを認め、自己理解、
他者理解を深めている。

自分や他者の適正について考
え、お互いの個性を尊重しなが
ら協力し、よりよい集団作りを
実践している。

自分の個性を見つめるととも
に、他者の個性を理解し、互い
に尊重しながら豊かな人間関
係を育もうとしている。

行事への取り組み

学校行事を通して、多様な集団
活動や学校生活全体の向上に
ついて考え、行事終了後には
達成感を得て終えることができ
る。

学校行事への参加や協力、異
年齢集団の意義などについ
て、話し合いやふり返りを通し
て理解している。

現在および将来の学習と自己
実現のつながりを考えたり、自
主的に学習する意義を意識し
て学習の見通しを立てたりふり
返ったりすることができる。

自身が意欲的に学習に取り組
める、効果的に結果を出すため
の学習計画作成方法を理解し
ている。

特別活動

学級生活の充実や向上のため
に、生徒が主体的に組織をつく
り、役割を自覚しながら仕事を
分担して、協力したり実践した
りすることができる。

第２学年

学級内の組織作り

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

学級としての目標や、組織をつ
くる必要性やねらいについて理
解している。

生徒が、自己の役割に対する
責任を自覚し、よりよい学級に
するよう工夫して仕事を進め、
実践している。

生徒が互いの個性を尊重しな
がら、役割を分担して主体的に
協力し合おうとしている。



令和８年度　評価規準
学校名：江戸川区立鹿骨中学校

教科 学年

5個人目標・まとめ

自己の生活を振り返り、課題解
決を図り、成長へとつなげるこ
とができる。

自己の生活上の課題の改善に
向けて取り組むことの意義を理
解している。

自己の生活や学習への適応及
び自己の成長に関する課題を
見いだすことができる。また、多
様な意見をもとに自ら意思決定
して実践している。

自己の生活上の課題解決に向
けて、見通しをもち、試行錯誤
をしながら、取り組もうとしてい
る。

特別活動 第２学年
単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度


